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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リソース判定の方法であって、
　　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階であって、前記第１構成情報は、前記第１時間領域リソ
ースユニットの前記時間領域位置および前記リソースユニットタイプを示すのに使用され
る情報を含む、段階と、
　　前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置を判定する段階であって、前記第１時間領域リソースユニッ
トの前記時間領域位置および前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置はど
ちらも、予め設定された期間内にあり、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領
域位置は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置とは異なり、かつ、前
記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、段階と、
　　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信し、前記第２構成情報に基づいて前
記第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する段階であって、前
記第２構成情報は、前記第２時間領域リソースユニットの前記リソースユニットタイプを
示すのに使用される情報を含む、段階と
を備え、
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する前記段階の後に、前記方法は更に、前記ネットワーク側デバイ
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スから第３構成情報を受信し、前記第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニッ
トの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する段階を備え、前記第３構成情
報は、前記第３時間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記リソースユニッ
トタイプを示すのに使用される情報を含み、前記第１時間領域リソースユニットの前記時
間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する前記段階
は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記第３時間領域リソ
ースユニットの前記時間領域位置に基づいて前記第２時間領域リソースユニットの前記時
間領域位置を判定する段階を有し、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位
置、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記第３時間領域リソ
ースユニットの前記時間領域位置は全て、前記予め設定された期間内にあり、前記第２時
間領域リソースユニットの前記時間領域位置は、前記第１時間領域リソースユニットの前
記時間領域位置および前記第３時間領域リソースユニットの前記時間領域位置とは異なり
、かつ、前記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、方法。
【請求項２】
　前記ネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信する前記段階は、前記ネットワー
ク側デバイスから前記第１時間領域リソースユニット上の前記第３構成情報を受信する段
階を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的ア
ップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、
部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユ
ニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくとも１つを含む、請求項１
または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１構成情報は、前記第１時間領域リソースユニットの前記リソースユニットタイ
プを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、前記リソ
ースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２構成情報は、前記第２時間領域リソースユニットの前記リソースユニットタイ
プを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、前記リソ
ースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、請求項３または４に記載の方法。
【請求項６】
　第３構成情報が存在するとき、前記第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットの
前記リソースユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユ
ニットタイプは、前記リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、請求項
３から５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する前記段階は、前記第１構成情報に基づいて複数の第１時間領域
リソースユニットの各々の時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する段階を
有する、請求項１から６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソー
スユニットの時間領域位置を判定する前記段階は、前記第１時間領域リソースユニットの
前記時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置
を判定する段階を有する、請求項１から７の何れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する前記段階の前に、前記方法は更に
、前記ネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信する段階を備え、前記第４構成情
報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示し、
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ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する前記段階は、前記複数の第２時間領
域リソースユニットの前記一部に対応する前記制御チャネルで前記第２構成情報を受信す
る段階を有し、前記第２構成情報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの前記一
部のリソースユニットタイプを示すのに使用される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　リソース判定の方法であって、
　　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階であって、前記第１構成情報は、前記第１時間領域リソ
ースユニットの前記時間領域位置および前記リソースユニットタイプを示すのに使用され
る情報を含む、段階と、
　　前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置を判定する段階であって、前記第１時間領域リソースユニッ
トの前記時間領域位置および前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置はど
ちらも、予め設定された期間内にあり、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領
域位置は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置とは異なり、かつ、前
記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、段階と、
　　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信し、前記第２構成情報に基づいて前
記第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する段階であって、前
記第２構成情報は、前記第２時間領域リソースユニットの前記リソースユニットタイプを
示すのに使用される情報を含む、段階と
を備え、
　前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソー
スユニットの時間領域位置を判定する前記段階は、前記第１時間領域リソースユニットの
前記時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置
を判定する段階を有し、
　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する前記段階の前に、前記方法は更に
、前記ネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信する段階を備え、前記第４構成情
報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示し、
ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する前記段階は、前記複数の第２時間領
域リソースユニットの前記一部に対応する前記制御チャネルで前記第２構成情報を受信す
る段階を有し、前記第２構成情報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの前記一
部のリソースユニットタイプを示すのに使用される、方法。
【請求項１１】
　端末に第２構成情報を送信する段階を備えるリソース判定の方法であって、
　前記第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示す
のに使用される情報を含み、
　　前記端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
およびリソースユニットタイプを判定する処理と、前記第１時間領域リソースユニットの
前記時間領域位置に基づいて前記第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定す
る処理と、前記第２構成情報に基づいて前記第２時間領域リソースユニットのリソースユ
ニットタイプを判定する処理とを実行するよう構成され、前記第１時間領域リソースユニ
ットの前記時間領域位置および前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置は
どちらも、予め設定された期間内にあり、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間
領域位置は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置とは異なり、かつ、
前記予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、前記第１構成情報は、前記第１時
間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記リソースユニットタイプを示すの
に使用される情報を含み、
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する前記処理の後に、前記方法は更に、前記端末に第３構成情報を
送信する段階を備え、
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　前記第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユ
ニットタイプを示すのに使用される情報を含み、
　　前記端末は、前記第３構成情報に基づいて前記第３時間領域リソースユニットの時間
領域位置および前記リソースユニットタイプを判定する処理を実行するように構成され、
前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソース
ユニットの時間領域位置を判定する前記処理は、前記第１時間領域リソースユニットの前
記時間領域位置および前記第３時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて
前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置を判定する処理を有し、前記第１
時間領域リソースユニットの前記時間領域位置、前記第２時間領域リソースユニットの前
記時間領域位置および前記第３時間領域リソースユニットの前記時間領域位置は全て、前
記予め設定された期間内にあり、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置
は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記第３時間領域リソ
ースユニットの前記時間領域位置とは異なり、かつ、前記予め設定された期間内にある時
間領域位置にある、方法。
【請求項１２】
　端末に第２構成情報を送信する段階を備えるリソース判定の方法であって、
　前記第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示す
のに使用される情報を含み、
　　前記端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
およびリソースユニットタイプを判定する処理と、前記第１時間領域リソースユニットの
前記時間領域位置に基づいて前記第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定す
る処理と、前記第２構成情報に基づいて前記第２時間領域リソースユニットのリソースユ
ニットタイプを判定する処理とを実行するよう構成され、前記第１時間領域リソースユニ
ットの前記時間領域位置および前記第２時間領域リソースユニットの前記時間領域位置は
どちらも、予め設定された期間内にあり、前記第２時間領域リソースユニットの前記時間
領域位置は、前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置とは異なり、かつ、
前記予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、前記第１構成情報は、前記第１時
間領域リソースユニットの前記時間領域位置および前記リソースユニットタイプを示すの
に使用される情報を含み、
　前記第１時間領域リソースユニットの前記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソー
スユニットの時間領域位置を判定する前記処理は、前記第１時間領域リソースユニットの
前記時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置
を判定する処理を有し、
　前記端末に第２構成情報を送信する前記段階の前に、前記方法は更に、前記端末に第４
構成情報を送信する段階を備え、
　前記第４構成情報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御
チャネルを示し、
　前記端末に第２構成情報を送信する前記段階は、前記複数の第２時間領域リソースユニ
ットの前記一部に対応する前記制御チャネルで前記第２構成情報を送信する段階を有し、
　前記第２構成情報は、前記複数の第２時間領域リソースユニットの前記一部のリソース
ユニットタイプを示すのに使用される、方法。
【請求項１３】
　プロセッサ、メモリおよびトランシーバを備える端末であって、
　　前記メモリは、プログラムを記憶するよう構成され、前記トランシーバは、データを
送信または受信するよう構成され、前記プロセッサは、前記メモリ内の前記プログラムを
起動して請求項１から１０の何れか一項に記載の前記方法を実行するよう構成される、端
末。
【請求項１４】
　プロセッサ、メモリおよびトランシーバを備えるネットワーク側デバイスであって、
　　前記メモリは、プログラムを記憶するよう構成され、前記トランシーバは、データを
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送信または受信するよう構成され、前記プロセッサは、前記メモリ内の前記プログラムを
起動して請求項１１または１２に記載の前記方法を実行するよう構成される、ネットワー
ク側デバイス。
【請求項１５】
　ネットワーク側デバイスおよび端末を備える通信システムであって、
　　前記端末は、請求項１３に記載の前記端末であり、前記ネットワーク側デバイスは、
請求項１４に記載の前記ネットワーク側デバイスである、通信システム。
【請求項１６】
　命令を備える可読記憶媒体またはプログラムであって、
　　前記命令が実行されると、請求項１から１２の何れか一項に記載の前記方法が実装さ
れる、可読記憶媒体またはプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータ技術の分野、特に、リソース判定方法、関連デバイスおよびシ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　既存のロングタームエボリューション（英語：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏ
ｎ、略してＬＴＥ）時分割複信（英語：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎ
ｇ、略してＴＤＤ）システムでは、７つの異なるアップリンク（英語：Ｕｐｌｉｎｋ、略
してＵＬ）／ダウンリンク（英語：Ｄｏｗｎｌｉｎｋ、略してＤＬ）サブフレーム構成が
定義される。図１の「Ｕ」、「Ｄ」および「Ｓ」は、サブフレームタイプを示すために使
用されている。「Ｕ」はアップリンクサブフレームを示し、「Ｄ」はダウンリンクサブフ
レームを示し、「Ｓ」は特殊サブフレームを示す。各構成において、１０個の連続的なサ
ブフレームが１つの無線フレーム（フレーム）を形成する。無線フレームの構成タイプを
取得した後、ユーザ機器（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、略してＵＥ）は、様々なサブ
フレームのサブフレームタイプを判定し得る。
【０００３】
　無線ネットワーク技術の発達に伴い、新しいサービスが際限なく出現しており、異なる
サービスには異なるリソース要件がある。これにより、将来の無線ネットワークでは、限
られたリソースをより有効に使用する必要がある。この目標を達成すべく、動的時分割複
信（英語：Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ、略してＤ－Ｔ
ＤＤ）技術がますます注目を集めている。このいわゆるＤ－ＴＤＤにより、ネットワーク
側がアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構成をより柔軟に調整することが可能とな
る。利点としては、異なるサービスのアップリンク／ダウンリンクリソース要件に基づい
て、粒度のより微細なアップリンク／ダウンリンクサブフレーム構成をネットワーク側が
動的に調整する結果、リソース活用最適化という目標を達成し得ることが挙げられる。こ
れまでのところ、第３世代パートナーシッププロジェクト（英語：３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａ
ｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ、略して３ＧＰＰ）が新しい無線ア
クセス技術（英語：新しいＲＡＴ、略してＮＲ）（第５世代モバイル通信技術（英語：ｆ
ｉｆｔｈ－ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ、略して５Ｇとも呼ばれる）の基準を策定しており、Ｎ
ＲにおけるＤ－ＴＤＤの重要性を定義している。
【０００４】
　ＮＲおよびＤ－ＴＤＤに関する議論では、多くの企業が、アンカーサブフレーム（また
は、固定サブフレームもしくは非動的サブフレームと呼ばれる）をサポートする上での意
見を直接または間接的に述べている。アンカーサブフレームとは、動的アップリンク／ダ
ウンリンク切り替えができない固定されたＤ－ＴＤＤのサブフレームのことであり、シス
テムにおいて必要または重要なメッセージを伝送するのに使用される。例えば、同期信号
、システムメッセージおよび測定基準信号などのＵＥ共通（ＵＥ－ｃｏｍｍｏｎ）データ
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を伝送するには、ＤＬアンカーサブフレーム（または、アンカーサブフレームのＤＬ部分
）が使用されてよく、物理ランダムアクセスチャネル（英語：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ、略してＰＲＡＣＨ）などの情報を伝送するには
、ＵＬアンカーサブフレーム（または、アンカーサブフレームのＵＬ部分）が使用されて
よい。図２は動的サブフレームおよびアンカーサブフレームを示している。
【０００５】
　ＮＲ基準に関する議論では、柔軟に使用され得る時間周波数リソースをできるだけ最大
限に生かすべきであると既に決定されている。Ｄ－ＴＤＤの観点から言えば、柔軟に使用
され得る時間周波数リソースは、上記のアンカーサブフレームとは異なる動的サブフレー
ムとして理解され得る。動的サブフレームのアップリンク／ダウンリンク属性は固定され
ず、その代わりに、必要に応じてネットワーク側により動的に構成される。これにより、
Ｄ－ＴＤＤの柔軟性を大幅に改善することができ、Ｄ－ＴＤＤのアップリンク／ダウンリ
ンク属性が様々な異なるサービス要件をより柔軟にタイミングよく満たすことができる。
【０００６】
　ＮＲのＤ－ＴＤＤシナリオでは、Ｄ－ＴＤＤの様々なサブフレームのサブフレームタイ
プを前述の無線フレーム構成に基づいて適切に判定することができない。
【発明の概要】
【０００７】
　本発明の実施形態は、時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニッ
トタイプが判定され得るよう、リソース判定方法、関連デバイスおよびシステムを開示す
る。
【０００８】
　第１態様によると、本発明のある実施形態がリソース判定方法を提供する。　当該方法
は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階であって、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む、段
階と、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユ
ニットの時間領域位置を判定する段階であって、第１時間領域リソースユニットの時間領
域位置および第２時間領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された
期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソース
ユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位
置にある、段階と、ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信し、当該第２構成情
報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する段階で
あって、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示
すのに使用される情報を含む、段階とを含む。
【０００９】
　前述の段階を実行することにより、端末が、予め記憶された第１構成情報に基づいて第
１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更
に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存
することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する
。
【００１０】
　第１態様に関連して、第１態様の第１の考えられる実装によると、第１構成情報に基づ
いて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定
する段階の後に、当該方法は更に、ネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信し、
当該第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階を備え、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニッ
トの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含み、第１
時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時
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間領域位置を判定する段階は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３
時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時
間領域位置を判定する段階を有し、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置、第２
時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領
域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域
位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置に
ある。
【００１１】
　第１態様の第１の考えられる実装に関連して、第１態様の第２の考えられる実装による
と、ネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信する段階は、ネットワーク側デバイ
スから第１時間領域リソースユニット上の第３構成情報を受信する段階を含む。
【００１２】
　第１態様、第１態様の第１の考えられる実装、または第１態様の第２の考えられる実装
に関連して、第１態様の第３の考えられる実装によると、リソースユニットタイプは、以
下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット
、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソース
ユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソース
ユニットのうちの少なくとも１つを含む。
【００１３】
　第１態様、第１態様の第１の考えられる実装、第１態様の第２の考えられる実装、また
は第１態様の第３の考えられる実装に関連して、第１態様の第４の考えられる実装による
と、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階は、第１構成情報に基づいて複数の第１時間領域リソー
スユニットの各々の時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する段階を含む。
【００１４】
　第１態様、第１態様の第１の考えられる実装、第１態様の第２の考えられる実装、第１
態様の第３の考えられる実装、または第１態様の第４の考えられる実装に関連して、第１
態様の第５の考えられる実装によると、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に
基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する段階は、第１時間領域
リソースユニットの時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各々
の時間領域位置を判定する段階を含む。
【００１５】
　第１態様の第５の考えられる実装に関連して、第１態様の第６の考えられる実装による
と、ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する段階の前に、当該方法は更に、
ネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信する段階を含み、当該第４構成情報は、
複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示し、ネットワー
ク側デバイスから第２構成情報を受信する段階は、当該複数の第２時間領域リソースユニ
ットの一部に対応する制御チャネルで第２構成情報を受信する段階を有し、当該第２構成
情報は、当該複数の第２時間領域リソースユニットの一部のリソースユニットタイプを示
すのに使用される。
【００１６】
　第２態様によると、本発明のある実施形態がリソース判定方法を提供する。　当該方法
は、端末に第２構成情報を送信する段階を含む。ここで、端末は、第１構成情報に基づい
て第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定す
る処理と、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソー
スユニットの時間領域位置を判定する処理と、第２構成情報に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットのリソースユニットタイプを判定する処理とを実行するよう構成され、第１
時間領域リソースユニットの時間領域位置および第２時間領域リソースユニットの時間領
域位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間
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領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め
設定された期間内にある時間領域位置にあり、第１構成情報は、第１時間領域リソースユ
ニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含み、
第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使
用される情報を含む。
【００１７】
　前述の段階を実行することにより、端末は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第
１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更
に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存
することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する
。
【００１８】
　第２態様に関連して、第２態様の第１の考えられる実装によると、端末に第２構成情報
を送信する段階の前に、当該方法は更に、端末に第３構成情報を送信する段階を含む。こ
こで、端末は、第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置お
よびリソースユニットタイプを判定するよう構成され、第３構成情報は、第３時間領域リ
ソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報
を含み、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置、第２時間領域リソースユニット
の時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置は全て、予め設定さ
れた期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異
なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にある。
【００１９】
　第２態様の第１の考えられる実装に関連して、第２態様の第２の考えられる実装による
と、端末に第３構成情報を送信する段階は、第１時間領域リソースユニット上で第３構成
情報を端末に送信する段階を含む。
【００２０】
　第２態様、第２態様の第１の考えられる実装、または第２態様の第２の考えられる実装
に関連して、第２態様の第３の考えられる実装によると、リソースユニットタイプは、以
下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット
、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソース
ユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソース
ユニットのうちの少なくとも１つを含む。
【００２１】
　第２態様、第２態様の第１の考えられる実装、第２態様の第２の考えられる実装、また
は第１態様の第３の考えられる実装に関連して、第２態様の第４の考えられる実装による
と、端末に第２構成情報を送信する段階の前に、当該方法は更に、端末に第４構成情報を
送信する段階を含む。ここで、第４構成情報は、第２時間領域リソースユニットに対応す
る制御チャネルで第２構成情報を受信するよう端末に命令するのに使用される。
【００２２】
　第３態様によると、本発明のある実施形態が端末を提供する。ここで、端末はプロセッ
サ、メモリおよびトランシーバを含み、当該プロセッサは、当該メモリ内のプログラムを
起動して以下の処理、すなわち、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニット
の時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する処理であって、当該第１構成情
報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示
すのに使用される情報を含む、処理と、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に
基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する処理であって、第１時
間領域リソースユニットの時間領域位置および第２時間領域リソースユニットの時間領域
位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領
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域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設
定された期間内にある時間領域位置にある、処理と、トランシーバを用いてネットワーク
側デバイスから第２構成情報を受信し、当該第２構成情報に基づいて第２時間領域リソー
スユニットのリソースユニットタイプを判定する処理であって、第２構成情報は、第２時
間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む、処
理とを実行するよう構成される。
【００２３】
　前述の処理を実行することにより、端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更に、ネットワー
ク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットの
時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存することなくリ
ソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【００２４】
　第３態様に関連して、第３態様の第１の考えられる実装によると、第１構成情報に基づ
いて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定
した後、プロセッサは更に、トランシーバを用いてネットワーク側デバイスから第３構成
情報を受信するよう構成され、当該第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニッ
トの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成され、ここで、第３
構成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイ
プを示すのに使用される情報を含む。プロセッサが第１時間領域リソースユニットの時間
領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定するということ
は、具体的に言うと、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域
リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位
置を判定するということであり、ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの
時間領域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時
間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソー
スユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域
位置にある。
【００２５】
　第３態様の第１の考えられる実装に関連して、第３態様の第２の考えられる実装による
と、プロセッサがトランシーバを用いてネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信
するということは、具体的に言うと、トランシーバを用いてネットワーク側デバイスから
第１時間領域リソースユニット上の第３構成情報を受信するということである。
【００２６】
　第３態様、第３態様の第１の考えられる実装、または第３態様の第２の考えられる実装
に関連して、第３態様の第３の考えられる実装によると、リソースユニットタイプは、以
下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット
、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソース
ユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソース
ユニットのうちの少なくとも１つを含む。
【００２７】
　第３態様、第３態様の第１の考えられる実装、第３態様の第２の考えられる実装、また
は第３態様の第３の考えられる実装に関連して、第３態様の第４の考えられる実装による
と、プロセッサが第１構成情報に基づいてある第１時間領域リソースユニットの時間領域
位置およびリソースユニットタイプを判定するということは、具体的に言うと、第１構成
情報に基づいて複数の第１時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定するということである。
【００２８】
　第３態様、第３態様の第１の考えられる実装、第３態様の第２の考えられる実装、第３
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態様の第３の考えられる実装、または第３態様の第４の考えられる実装に関連して、第３
態様の第５の考えられる実装によると、プロセッサが第１時間領域リソースユニットの時
間領域位置に基づいてある第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定するとい
うことは、具体的に言うと、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて複
数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置を判定するということである。
【００２９】
　第３態様の第５の考えられる実装に関連して、第３態様の第６の考えられる実装による
と、トランシーバを用いてネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する前に、プ
ロセッサは更に、トランシーバを用いてネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信
するよう構成され、ここで、第４構成情報は、複数の第２時間領域リソースユニットの一
部に対応する制御チャネルを示し、プロセッサがトランシーバを用いてネットワーク側デ
バイスから第２構成情報を受信するということは、具体的に言うと、トランシーバを用い
て複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルで第２構成情報を
受信するということであり、ここで、第２構成情報は、複数の第２時間領域リソースユニ
ットの一部のリソースユニットタイプを示すのに使用される。
【００３０】
　第４態様によると、本発明のある実施形態がネットワーク側デバイスを提供する。ここ
で、ネットワーク側デバイスは、プロセッサ、メモリおよびトランシーバを含み、当該プ
ロセッサは、当該メモリ内のプログラムを起動して以下の処理、すなわち、トランシーバ
を用いて端末に第２構成情報を送信する処理を実行するよう構成される。ここで、端末は
、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する処理と、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づ
いて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する処理と、第２構成情報に基
づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する処理とを実行
するよう構成され、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第２時間領域リ
ソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、第２時間領域
リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置とは
異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、第１構成情報は、
第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに
使用される情報を含み、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニ
ットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【００３１】
　前述の処理を実行することにより、端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更に、ネットワー
ク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットの
時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存することなくリ
ソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【００３２】
　第４態様に関連して、第４態様の第１の考えられる実装によると、トランシーバを用い
て端末に第２構成情報を送信する前に、プロセッサは更に、トランシーバを用いて端末に
第３構成情報を送信するよう構成される。ここで、端末は、第３構成情報に基づいて第３
時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう
構成され、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを示すのに使用される情報を含み、第１時間領域リソースユニットの時
間領域位置、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソース
ユニットの時間領域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユ
ニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間
領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にあ
る時間領域位置にある。
【００３３】
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　第４態様の第１の考えられる実装に関連して、第４態様の第２の考えられる実装による
と、プロセッサがトランシーバを用いて端末に第３構成情報を送信するということは、具
体的に言うと、トランシーバを用いて第１時間領域リソースユニット上で第３構成情報を
端末に送信するということである。
【００３４】
　第４態様、第４態様の第１の考えられる実装、または第４態様の第２の考えられる実装
に関連して、第４態様の第３の考えられる実装によると、リソースユニットタイプは、以
下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット
、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソース
ユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソース
ユニットのうちの少なくとも１つを含む。
【００３５】
　第４態様、第４態様の第１の考えられる実装、第４態様の第２の考えられる実装、また
は第４態様の第３の考えられる実装に関連して、第４態様の第４の考えられる実装による
と、トランシーバを用いて端末に第２構成情報を送信する前に、プロセッサは更に、トラ
ンシーバを用いて端末に第４構成情報を送信するよう構成される。ここで、第４構成情報
は、第２時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルで第２構成情報を受信するよ
う端末に命令するのに使用される。
【００３６】
　第１態様、第２態様、第３態様および第４態様の幾つかの考えられる実装によると、第
１構成情報は、第１時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用
されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイ
プのタイプ指示情報に対応している。
【００３７】
　第１態様、第２態様、第３態様および第４態様の幾つかの考えられる実装によると、第
２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用
されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイ
プのタイプ指示情報に対応している。
【００３８】
　第１態様、第２態様、第３態様および第４態様の幾つかの考えられる実装によると、第
３構成情報が存在するとき、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットのリソース
ユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプ
は、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【００３９】
　第５態様によると、本発明のある実施形態が端末を提供する。ここで、端末は、第１態
様の何れかの実装における幾つかまたは全ての段階を実行するよう構成された機能ユニッ
トを含む。
【００４０】
　第６態様によると、本発明のある実施形態がネットワーク側デバイスを提供する。ここ
で、ネットワーク側デバイスは、第２態様の何れかの実装における幾つかまたは全ての段
階を実行するよう構成された機能ユニットを含む。
【００４１】
　第７態様によると、本発明のある実施形態が通信システムを提供する。通信システムは
、ネットワーク側デバイスおよび端末を含む。当該端末は、第１構成情報に基づいて第１
時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう
構成され、ここで、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およ
びリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。当該端末は更に、第１時間
領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領
域位置を判定するよう構成され、ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
および第２時間領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間内



(12) JP 6729976 B2 2020.7.29

10

20

30

40

50

にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニッ
トの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にあ
る。ネットワーク側デバイスは、端末に第２構成情報を送信するよう構成される。当該端
末は更に、ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信するよう構成され、当該第２
構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する
よう構成され、ここで、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニ
ットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【００４２】
　第７態様に関連して、第７態様の第１の考えられる実装によると、端末は、第３態様の
何れかの実装における端末、または第５態様で説明されている端末であり、ネットワーク
側デバイスは、第４態様の何れかの実装におけるネットワーク側デバイス、または第６態
様で説明されているネットワーク側デバイスである。
【００４３】
　第８態様によると、本発明のある実施形態が可読記憶媒体を提供する。ここで、可読記
憶媒体は命令を含み、当該命令が実行されると、第１態様、第１態様の何れかの考えられ
る実装、第２態様、または第２態様の何れかの実装で説明されている方法が実装される。
【００４４】
　本発明の実施形態を実装することにより、端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領
域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更に、ネッ
トワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存すること
なくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
　以下では、背景技術または実施形態に必要な添付図面について簡単に説明する。
【００４６】
【図１】従来技術の無線フレームにおけるサブフレーム構成のシナリオの概略図である。
【００４７】
【図２】従来技術の動的サブフレームおよびアンカーサブフレームのシナリオの概略図で
ある。
【００４８】
【図３】本発明のある実施形態に係るリソース判定方法の概略フローチャートである。
【００４９】
【図４】本発明のある実施形態に係る別のリソース判定方法の概略フローチャートである
。
【００５０】
【図５】本発明のある実施形態に係る第１時間領域リソースユニットにおいて第２構成情
報が送信されるようなシナリオの概略図である。
【００５１】
【図６】本発明のある実施形態に係る端末の概略構造図である。
【００５２】
【図７】本発明のある実施形態に係るネットワーク側デバイスの概略構造図である。
【００５３】
【図８】本発明のある実施形態に係る別の端末の概略構造図である。
【００５４】
【図９】本発明のある実施形態に係る別のネットワーク側デバイスの概略構造図である。
【００５５】
【図１０】本発明のある実施形態に係る通信システムの概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
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　以下では、本発明の実施形態における添付図面に関連して、本発明の実施形態における
技術的解決策について説明する。
【００５７】
　本発明の実施形態で説明されている端末は、携帯電話、タブレットコンピュータ、ノー
トブックコンピュータ、パームトップコンピュータ、モバイルインターネットデバイス（
ＭＩＤ、ｍｏｂｉｌｅ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｄｅｖｉｃｅ）、ウェアラブルデバイス（例
えば、スマートウォッチ（ｉＷａｔｃｈなど）、スマートバンドまたは歩数計）、または
、ネットワーク側デバイスと通信し得る別の端末デバイスであり得る。本発明の実施形態
で説明されているネットワーク側デバイスは、ＬＴＥの進化型ノードＢ（英語：Ｅｖｏｌ
ｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ、略してｅＮＢ）、ＮＲの送受信点（英語：Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏ
ｎ／Ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　Ｐｏｉｎｔ、略してＴＲＰ）、または前述の端末をスケジュー
リングできる別のデバイスであり得る。
【００５８】
　図３を参照すると、図３は本発明のある実施形態に係るリソース判定方法の概略フロー
チャートである。当該方法は、限定されるわけではないが、以下の段階を含む。
【００５９】
　段階Ｓ３０１：端末が、予め記憶された第１構成情報に基づいて、第１時間領域リソー
スユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【００６０】
　具体的に言うと、第１構成情報は予め定義された情報であってよく、端末は当該予め定
義された第１構成情報を予め記憶する。オプションとして、端末と通信しているネットワ
ーク側デバイスも第１構成情報を記憶する。第１構成情報は、第１時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。第
１時間領域リソースユニットは、ＬＴＥのサブフレーム、サブフレームセット、タイムス
ロット、タイムスロットセット、時間領域シンボルおよび時間領域シンボルセットなどの
うちの何れか１つと同様の伝送時間ユニットであってよく、本明細書で第１時間領域リソ
ースユニットの持続時間長が限定されることはない。第１時間領域リソースユニットの時
間領域位置は、予め設定された期間内の位置であり、開始位置、終了位置および持続時間
などの予め設定された期間の情報が必要に応じて事前構成され得る。例えば、持続時間は
１秒、１分または１時間などに構成される。
【００６１】
　以下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニ
ット、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソ
ースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソ
ースユニットのうちの少なくとも１つが予め定義され得る。時間領域リソースユニットが
ダウンリンクデータを伝送するのに全面的に使用されるよう定義されている場合は、時間
領域リソースユニットのリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域リソース
ユニットであり、時間領域リソースユニットがアップリンクデータを伝送するのに全面的
に使用されるよう定義されている場合は、時間領域リソースユニットのリソースユニット
タイプが全面的アップリンク時間領域リソースユニットであり、時間領域リソースユニッ
トがアップリンクデータを伝送するのに部分的に使用されるよう定義されている場合は、
時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが部分的アップリンク時間領域リソ
ースユニットであり、時間領域リソースユニットがダウンリンクデータを伝送するのに部
分的に使用されるよう定義されている場合は、時間領域リソースユニットのリソースユニ
ットタイプが部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットであり、または、時間領域リ
ソースユニットがアップリンクデータを伝送するのに部分的に使用されるよう定義され、
かつ、ダウンリンクデータを伝送するのに部分的に使用されるよう定義されている場合は
、時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが組合せ時間領域リソースユニッ
トである。例えば、５種類のリソースユニット、すなわち、全面的アップリンク時間領域
リソースユニット、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク
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時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合せ
時間領域リソースユニットが予め定義されている場合は、第１時間領域リソースユニット
のリソースユニットタイプが当該５つのリソースユニットタイプから選択される。例えば
、４種類のリソースユニット、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット
、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソース
ユニットおよび部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットが予め定義されている場合
は、第１時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが当該４つのリソースユニ
ットタイプから選択される。
【００６２】
　端末が、予め記憶された第１構成情報に基づいてある第１時間領域リソースユニットの
時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するということは、具体的に言うと、
端末が、予め記憶された第１構成情報に基づいて複数の第１時間領域リソースユニットの
各々の時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するということであり得る。す
なわち、第１構成情報は、複数の第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリ
ソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。これに応じて、端末は、第１構
成情報に基づいて、複数の第１時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置およびリ
ソースユニットタイプを判定し得る。第１時間領域リソースユニットのリソースユニット
タイプは、４つのリソースユニットタイプから選択される。故に、第１時間領域リソース
ユニットのリソースユニットタイプは、同じであってもよいし異なっていてもよい。オプ
ションとして、複数の第１時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプは、全て
が全面的アップリンク時間領域リソースユニットであるというわけではない。すなわち、
複数の第１時間領域リソースユニットのうちの少なくとも１つのリソースユニットタイプ
が、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニットまたは部分的ダウンリンク時間領域リ
ソースユニットである。このように、ネットワーク側デバイスは、第１時間領域リソース
ユニット、すなわち、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニットまたは部分的ダウン
リンク時間領域リソースユニット上で通知メッセージを送信することにより、ネットワー
ク側デバイスの存在を端末に知らせることができる。
【００６３】
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定した後、端末は第１時間領域リソースユニットでネットワーク側デ
バイスとのデータ伝送を実行し得る。第１時間領域リソースユニットは代わりに、アンカ
ーサブフレーム、固定サブフレーム、非動的サブフレーム、アンカー時間領域リソースユ
ニット、固定時間領域リソースユニットおよび非動的時間領域リソースユニットのうちの
何れか１つとして呼ばれてもよい。ある任意の解決策によると、第１時間領域リソースユ
ニットは、ＵＥ共通（ＵＥ－ｃｏｍｍｏｎ）データを伝送するのに使用される時間領域リ
ソースユニットとして予め定義され得る。ここでは、ＵＥ共通データに含まれるコンテン
ツが必要に応じて設定され得る。オプションとして、ＵＥ共通データは、同期信号、シス
テムメッセージおよび測定基準信号のうちの少なくとも１つを含む。別の任意の解決策に
よると、第１時間領域リソースユニットは、ランダムアクセス要求を伝送するのに使用さ
れる時間領域リソースとして予め定義され得る。
【００６４】
　段階Ｓ３０２：端末が、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて、第
２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する。
【００６５】
　具体的に言うと、端末はまず、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異な
り、かつ、当該予め設定された期間内にある残りの時間領域位置を判定することができ、
当該残りの時間領域位置を第２時間領域リソースユニットの時間領域位置として判定する
ことができる。オプションとして、時間領域は、予め設定されたアルゴリズムまたはルー
ルに従って残りの時間領域から選択されてよく、第２時間領域リソースユニットの時間領
域位置として使用されてよい。
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【００６６】
　端末が第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいてある第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置を判定するということは、具体的に言うと、端末が第１時間
領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの
各々の時間領域位置を判定するということであり得る。すなわち、複数の第２時間領域リ
ソースユニットがあってよく、端末は予め設定された期間内の各第２時間領域リソースユ
ニットの時間領域位置を判定し得る。
【００６７】
　段階Ｓ３０３：ネットワーク側デバイスが端末に第２構成情報を送信する。オプション
として、第２構成情報は物理層制御シグナリングで伝達され得る。
【００６８】
　段階Ｓ３０４：端末はネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信し、当該第２構
成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する。
【００６９】
　具体的に言うと、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニット
タイプを示すのに使用される情報を含む。第２構成情報が第２時間領域リソースユニット
のリソースユニットタイプを示す方式については、第１構成情報が第１時間領域リソース
ユニットのリソースユニットタイプを示す方式を同様に参照されたい。例えば、４種類の
リソースユニット、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダ
ウンリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソースユニットお
よび部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットが予め定義されている場合は、第２時
間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが当該４つのリソースユニットタイプ
から選択される。
【００７０】
　複数の第２時間領域リソースユニットがあるかもしれない場合は、第２構成情報が、当
該複数の第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用される
情報を含み得る。
【００７１】
　ある任意の解決策によると、第２構成情報を送信する前に、ネットワーク側デバイスは
まず、端末に第４構成情報を送信し得る。ここで、第４構成情報は、複数の第２時間領域
リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示す。このように、端末は、複数の第
２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルで第２構成情報を受信するこ
とができ、各第２時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルで第２構成情報を受
信するわけではない。
【００７２】
　オプションとして、端末が第２時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルで第
２構成情報を受信するならば、当該受信された第２構成情報は、第２時間領域リソースユ
ニットのリソースユニットタイプを示す。例えば、複数の第２時間領域リソースユニット
は、具体的に言うと、第２時間領域リソースユニットＡ、第２時間領域リソースユニット
Ｂ、第２時間領域リソースユニットＣおよび第２時間領域リソースユニットＤを含む。第
４構成情報が第２時間領域リソースユニットＣの制御チャネルおよび第２時間領域リソー
スユニットＤの制御チャネルを示すならば、端末は、第２時間領域リソースユニットＣに
対応する制御チャネルおよび第２時間領域リソースユニットＤに対応する制御チャネルで
のみ第２構成情報を受信する必要がある。第２時間領域リソースユニットＣに対応する制
御チャネルで受信された第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットＣのリソースユ
ニットタイプを示し、第２時間領域リソースユニットＤに対応する制御チャネルで受信さ
れた第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットＤのリソースユニットタイプを示す
。
【００７３】
　オプションとして、端末が第２時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルで第
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２構成情報を受信するならば、当該受信された第２構成情報は、第２時間領域リソースユ
ニットを含む複数の第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示す。例
えば、複数の第２時間領域リソースユニットは、具体的に言うと、第２時間領域リソース
ユニットＡ、第２時間領域リソースユニットＢ、第２時間領域リソースユニットＣおよび
第２時間領域リソースユニットＤを含む。第４構成情報が第２時間領域リソースユニット
Ｂの制御チャネルを示すならば、端末は、第２時間領域リソースユニットＢに対応する制
御チャネルでのみ第２構成情報を受信する必要がある。第２時間領域リソースユニットＢ
に対応する制御チャネルで受信された第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットＢ
および第２時間領域リソースユニットＣのリソースユニットタイプを示す。連続的な第２
時間領域リソースユニットがどのように示されているかというリソースユニットタイプは
、具体的に、端末で予め定義されてもよいし、第４構成情報により示されてもよいし、別
のやり方で示されてもよい。
【００７４】
　ただし、第２時間領域リソースユニットごとに制御チャネルが事前構成され得る。例え
ば、第２時間領域リソースユニットＡについては制御チャネルＡが構成され、第２時間領
域リソースユニットＢについては制御チャネルＢが構成され、第２時間領域リソースユニ
ットＣについては制御チャネルが構成され、第２時間領域リソースユニットＤについては
制御チャネルＤが構成される。それは、第２時間領域リソースユニットＡが制御チャネル
Ａに対応している、第２時間領域リソースユニットＢが制御チャネルＢに対応しているな
どのように説明され得る。第２時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルは、第
２時間領域リソースユニット内または第２時間領域リソースユニット外にあるかもしれな
い。例えば、制御チャネルＡは、第２時間領域リソースユニットＡ内または第２時間領域
リソースユニットＡ外にある、制御チャネルＢは、第２時間領域リソースユニットＢ内ま
たは第２時間領域リソースユニットＢ外にあるなどである。
【００７５】
　第２時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し
た後、端末は第２時間領域リソースユニットでネットワーク側デバイスとのデータ伝送を
実行し得る。ある任意の解決策によると、第２時間領域リソースユニットは、ＵＥ共通デ
ータとは異なるデータを伝送するのに使用されるよう予め定義され得る。
【００７６】
　前文では、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイ
プをどのように判定すべきか、および、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置お
よびリソースユニットタイプをどのように判定すべきかについて説明した。以下では、段
階Ｓ３０１の実行後および段階Ｓ３０２の実行前に第３時間領域リソースユニットの時間
領域位置およびリソースユニットタイプをどのように判定すべきかについて説明する。第
３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプの判定は任意
の解決策である。図４には対応手順が示されている。
【００７７】
　段階Ｓ３０５：ネットワーク側デバイスが端末に第３構成情報を送信する。オプション
として、ネットワーク側デバイスは、第１時間領域リソースユニット上で第３構成情報を
送信する。図５に示されているように複数の第１時間領域リソースユニットがあるとき、
ネットワーク側デバイスは、第１時間領域リソースユニットのうちの幾つかまたは全てで
第３構成情報を送信し得る。更に、第３構成情報は、ブロードキャストメッセージまたは
無線リソース制御（英語：Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ、略してＲＲ
Ｃ）シグナリングなどのメッセージで伝達され得る。
【００７８】
　段階Ｓ３０６：端末がネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信し、当該第３構
成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニット
タイプを判定する。
【００７９】
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　具体的に言うと、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およ
びリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。詳細については、第１構成
情報を参照されたい。
【００８０】
　第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定した後、端末は第３時間領域リソースユニットでネットワーク側デ
バイスとのデータ伝送を実行し得る。第３時間領域リソースユニットは代わりに、アンカ
ーサブフレーム、固定サブフレーム、非動的サブフレーム、アンカー時間領域リソースユ
ニット、固定時間領域リソースユニットおよび非動的時間領域リソースユニットのうちの
何れか１つとして呼ばれてもよい。ある任意の解決策によると、第３時間領域リソースユ
ニットは、ＵＥ共通データを伝送するのに使用されるよう予め定義され得る。別の任意の
解決策によると、第３時間領域リソースユニットは、ランダムアクセス要求を伝送するの
に使用されるよう予め定義され得る。
【００８１】
　オプションとして、第１時間領域リソースユニットが不十分な場合は、ネットワーク側
デバイスが端末に第３構成情報を送信し、その結果、端末は、第３構成情報により示され
る第３時間領域リソースユニットを用いてデータを伝送する。例えば、端末は第１時間領
域リソースユニットにおいてＵＥ共通測定基準信号を検出する必要がある。低速の場合お
よび高速の場合は、測定基準信号が検出される。高速の場合は、端末の移動速度が比較的
速く、チャネルの切り替えも比較的速く、より多くの測定基準信号が測定される必要があ
る。故に、測定基準信号を測定するには、既に構成されている第１時間領域リソースユニ
ットに加えて、より多くの時間領域リソースユニットが必要とされる。低速の場合は、端
末の移動速度が比較的遅く、チャネルの切り替えも比較的遅く、より多くの測定基準信号
が測定される必要はない。故に、既に構成されている第１時間領域リソースユニットは、
測定基準信号の測定要件を満たし得る。高速の場合は、測定基準信号を測定するために、
既に構成されている第１時間領域リソースユニットに加えて、より多くの時間領域リソー
スユニットが必要とされる。この場合は、ネットワーク側デバイスが端末に第３構成情報
を送信する結果、端末が第３構成情報により示される第３時間領域リソースユニットを用
いて測定基準信号を受信および測定する。
【００８２】
　ただし、段階Ｓ３０５および段階Ｓ３０６の実行後、段階Ｓ３０２では、具体的に言う
と、端末が第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユ
ニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定す
る。ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置、第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置は全て、予め設
定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域
リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置と
は異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある残りの時間領域位置にある。すなわち
、端末はまず、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソー
スユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある残りの時
間領域位置を判定することができ、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、残
りの時間領域位置にある。
【００８３】
　前文では、第１構成情報、第２構成情報および第３構成情報について説明した。第１構
成情報、第２構成情報および第３構成情報の形式は事前構成され得る。以下では、説明の
ために例として表１を使用する。
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【表１】

【００８４】
　表１の各形式の構成情報は、示されているリソースユニットが第１時間領域リソースユ
ニット、第２時間領域リソースユニットおよび第３時間領域リソースユニットのうちの１
つであることを反映することができ、示されているリソースユニットが全面的ダウンリン
ク時間領域リソースユニット、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ア
ップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットお
よび組合せ時間領域リソースユニットのうちの１つであることを反映することができる。
例えば、表１に示されている１５種類の構成情報は全て別個に構成される。例えば、ｔｙ
ｐｅ１、ｔｙｐｅ２、ｔｙｐｅ３、ｔｙｐｅ４およびｔｙｐｅ５の第２構成情報は、異な
るシグナリングで伝達され、端末は受信されたシグナリングのタイプに基づく解析を通し
て、当該シグナリングで伝達される第２構成情報のタイプを取得し、これにより、対応す
るリソースユニットタイプを取得し得る。別の例を挙げると、全面的ダウンリンク時間領
域リソースユニット、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的アップリン
ク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットおよび組合
せ時間領域リソースユニットは、タイプ指示情報１、タイプ指示情報２、タイプ指示情報
３、タイプ指示情報４およびタイプ指示情報５にそれぞれ対応するよう事前構成される。
【００８５】
　第１構成情報がタイプ指示情報１を含むとき、それは、第１構成情報により示される、
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第１時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域
リソースユニットであることを示し、第１構成情報がタイプ指示情報２を含むとき、それ
は、第１構成情報により示される、第１時間領域リソースユニットのリソースユニットタ
イプが全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示し、第１構成情報が
タイプ指示情報５を含むとき、それは、第１構成情報により示される、第１時間領域リソ
ースユニットのリソースユニットタイプが組合せ時間領域リソースユニットであることを
示し、または、第１構成情報がタイプ指示情報１およびタイプ指示情報２を含むとき、第
１構成情報は、第１時間領域リソースユニット（複数の第１時間領域リソースユニットが
ある）の一部のリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット
であることを示し、第１時間領域リソースユニットの別の部分のリソースユニットタイプ
が全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示す。同様に、構成情報の
特定の指示が推定され得る。
【００８６】
　第２構成情報がタイプ指示情報１を含むとき、それは、第２構成情報により示される、
第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域
リソースユニットであることを示し、第２構成情報がタイプ指示情報２を含むとき、それ
は、第２構成情報により示される、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタ
イプが全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示し、第２構成情報が
タイプ指示情報５を含むとき、それは、第２構成情報により示される、第２時間領域リソ
ースユニットのリソースユニットタイプが組合せ時間領域リソースユニットであることを
示し、または、第２構成情報がタイプ指示情報１およびタイプ指示情報２を含むとき、第
２構成情報は、第２時間領域リソースユニット（複数の第２時間領域リソースユニットが
ある）の一部のリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット
であることを示し、第２時間領域リソースユニットの別の部分のリソースユニットタイプ
が全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示す。同様に、構成情報の
特定の指示が推定され得る。
【００８７】
　第３構成情報がタイプ指示情報１を含むとき、それは、第３構成情報により示される、
第３時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域
リソースユニットであることを示し、第３構成情報がタイプ指示情報２を含むとき、それ
は、第３構成情報により示される、第３時間領域リソースユニットのリソースユニットタ
イプが全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示し、第３構成情報が
タイプ指示情報５を含むとき、それは、第３構成情報により示される、第３時間領域リソ
ースユニットのリソースユニットタイプが組合せ時間領域リソースユニットであることを
示し、または、第３構成情報がタイプ指示情報１およびタイプ指示情報２を含むとき、第
３構成情報は、第３時間領域リソースユニット（複数の第３時間領域リソースユニットが
ある）の一部のリソースユニットタイプが全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット
であることを示し、第３時間領域リソースユニットの別の部分のリソースユニットタイプ
が全面的アップリンク時間領域リソースユニットであることを示す。同様に、構成情報の
特定の指示が推定され得る。
【００８８】
　更には、ｔｙｐｅ１の第１構成情報が｛ｏｆｆｓｅｔ１１、ｐｅｒｉｏｄ１１｝を含む
、ｔｙｐｅ２の第１構成情報が｛ｏｆｆｓｅｔ１２、ｐｅｒｉｏｄ１２｝を含む、ｔｙｐ
ｅ３の第１構成情報が｛ｏｆｆｓｅｔ１３、ｐｅｒｉｏｄ１３｝を含む、ｔｙｐｅ１の第
２構成情報が｛ｏｆｆｓｅｔ２１、ｐｅｒｉｏｄ２１｝を含む、ｔｙｐｅ１の第３構成情
報が｛ｏｆｆｓｅｔ３１、ｐｅｒｉｏｄ３１｝を含むなどである。ｏｆｆｓｅｔ１１から
ｏｆｆｓｅｔ３４のパラメータは、予め設定された時間に対する時間領域における対応す
るリソースユニット（例えば、ｏｆｆｓｅｔ１１に対応するリソースユニットは第１時間
領域リソースユニットである）のオフセット（例えば、ＳＦＮ＝０のフレームの境界に対
するオフセット）を示し、ｐｅｒｉｏｄ１１からｐｅｒｉｏｄ３４のパラメータは、対応
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するリソースユニットが現れる周期を示す。
【００８９】
　オプションとして、ｔｙｐｅ１からｔｙｐｅ５の第３構成情報は代わりに、３ビットを
含む指示情報であってもよい。当該３ビットが０００である場合は、全面的ダウンリンク
時間領域リソースユニットが示され、当該３ビットが００１である場合は、全面的アップ
リンク時間領域リソースユニットが示され、当該３ビットが０１０である場合は、部分的
アップリンク時間領域リソースユニットが示され、当該３ビットが０１１である場合は、
部分的ダウンリンク時間領域リソースユニットが示され、または、当該３ビットが１００
である場合は、組合せ時間領域リソースユニットが示される。
【００９０】
　図３で説明されている方法によると、端末は、予め記憶された第１構成情報に基づいて
第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、
更に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リ
ソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依
存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定す
る。
【００９１】
　上記では本発明の実施形態における方法について詳細に説明した。本発明の実施形態に
おける前述の解決策をより良く実装しやすくするために、以下では本発明のある実施形態
における装置について同様に記載する。
【００９２】
　図６を参照すると、図６は本発明のある実施形態に係る端末６０を示している。端末６
０は、プロセッサ６０１（１つまたは複数のプロセッサ６０１があるかもしれない。図６
では例として１つのプロセッサが使用されている）と、メモリ６０２と、トランシーバ６
０３（無線周波モジュールおよびアンテナなどを含み得る）とを含む。本発明の幾つかの
実施形態によると、プロセッサ６０１、メモリ６０２およびトランシーバ６０３は、バス
を用いてまたは別の方式で接続され得る。図６では、例としてバスを用いた接続が使用さ
れている。
【００９３】
　予め記憶された第１構成情報に基づいて、第１時間領域リソースユニットの時間領域位
置およびリソースユニットタイプが判定される。ここで、第１構成情報は、第１時間領域
リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情
報を含む。
【００９４】
　第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて、第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置が判定される。ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位
置および第２時間領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間
内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置に
ある。
【００９５】
　トランシーバ６０３を用いてネットワーク側デバイスから第２構成情報が受信され、第
２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプが判定さ
れる。ここで、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイ
プを示すのに使用される情報を含む。
【００９６】
　前述の処理を実行することにより、端末６０は、予め記憶された第１構成情報に基づい
て第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し
、更に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域
リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に
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依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定
する。
【００９７】
　ある考えられる解決策によると、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領域
リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定した後、プロセッ
サ６０１は更に、トランシーバ６０３を用いてネットワーク側デバイスから第３構成情報
を受信するよう構成され、当該第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの
時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成される。ここで、第３構
成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプ
を示すのに使用される情報を含む。
【００９８】
　プロセッサ６０１が第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間
領域リソースユニットの時間領域位置を判定するということは、具体的に言うと、第１時
間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域
位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定するということであ
る。ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置、第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置は全て、予め設
定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域
リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置と
は異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にある。
【００９９】
　別の任意の解決策によると、プロセッサ６０１がトランシーバ６０３を用いてネットワ
ーク側デバイスから第３構成情報を受信するということは、具体的に言うと、トランシー
バ６０３を用いてネットワーク側デバイスから第１時間領域リソースユニット上の第３構
成情報を受信するということである。
【０１００】
　別の任意の解決策によると、リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイ
プ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間
領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリ
ンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくと
も１つを含む。
【０１０１】
　別の任意の解決策によると、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１０２】
　別の任意の解決策によると、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１０３】
　別の任意の解決策によると、第３構成情報が存在するとき、第３構成情報は、第３時間
領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を
含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対
応している。
【０１０４】
　別の考えられる解決策によると、プロセッサ６０１が、予め記憶された第１構成情報に
基づいてある第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイ
プを判定するということは、具体的に言うと、予め記憶された第１構成情報に基づいて複
数の第１時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置およびリソースユニットタイプ
を判定するということである。
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【０１０５】
　別の考えられる解決策によると、プロセッサ６０１が第１時間領域リソースユニットの
時間領域位置に基づいてある第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定すると
いうことは、具体的に言うと、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて
複数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置を判定するということである
。
【０１０６】
　別の任意の解決策によると、トランシーバ６０３を用いてネットワーク側デバイスから
第２構成情報を受信する前に、プロセッサ６０１は更に、トランシーバ６０３を用いてネ
ットワーク側デバイスから第４構成情報を受信するよう構成される。ここで、第４構成情
報は、複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示す。
【０１０７】
　プロセッサ６０１がトランシーバ６０３を用いてネットワーク側デバイスから第２構成
情報を受信するということは、具体的に言うと、トランシーバ６０３を用いて複数の第２
時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルで第２構成情報を受信するとい
うことである。ここで、第２構成情報は、複数の第２時間領域リソースユニットの一部の
リソースユニットタイプを示すのに使用される。
【０１０８】
　ただし、本発明のこの実施形態における端末６０の特定の実装については、図３に示さ
れている方法の実施形態の対応する説明を参照されたい。
【０１０９】
　図６で説明されている端末６０は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領
域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更に、ネッ
トワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存すること
なくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【０１１０】
　図７を参照すると、図７は本発明のある実施形態に係るネットワーク側デバイス７０を
示している。ネットワーク側デバイス７０は、プロセッサ７０１（１つまたは複数のプロ
セッサ７０１があるかもしれない。図７では例として１つのプロセッサが使用されている
）と、メモリ７０２と、トランシーバ７０３（無線周波モジュールおよびアンテナなどを
含み得る）とを含む。本発明の幾つかの実施形態によると、プロセッサ７０１、メモリ７
０２およびトランシーバ７０３は、バスを用いてまたは別の方式で接続され得る。図７で
は、バスを用いた接続が例として使用されている。
【０１１１】
　第２構成情報がトランシーバ７０３を用いて端末に送信される。ここで、端末は予め記
憶された第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリ
ソースユニットタイプを判定する処理と、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する処理と、第２構成情
報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する処理と
を実行するよう構成され、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第２時間
領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、第２時
間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位
置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、第１構成情
報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示
すのに使用される情報を含み、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１１２】
　前述の処理を実行することにより、端末は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第
１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更
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に、ネットワーク側デバイス７０により送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域
リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に
依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定
する。
【０１１３】
　ある任意の解決策によると、トランシーバ７０３を用いて端末に第２構成情報を送信す
る前に、プロセッサ７０１は更に、トランシーバ７０３を用いて端末に第３構成情報を送
信するよう構成される。ここで、端末は、第３構成情報に基づいて第３時間領域リソース
ユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成され、第３構
成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプ
を示すのに使用される情報を含み、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置、第２
時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領
域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間領域
位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置に
ある。
【０１１４】
　別の任意の解決策によると、プロセッサ７０１がトランシーバ７０３を用いて端末に第
３構成情報を送信するということは、具体的に言うと、トランシーバ７０３を用いて第１
時間領域リソースユニット上で第３構成情報を端末に送信するということである。
【０１１５】
　別の任意の解決策によると、リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイ
プ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間
領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリ
ンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくと
も１つを含む。
【０１１６】
　別の任意の解決策によると、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１１７】
　別の任意の解決策によると、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１１８】
　別の任意の解決策によると、第３構成情報が存在するとき、第３構成情報は、第３時間
領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を
含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対
応している。
【０１１９】
　別の任意の解決策によると、トランシーバ７０３を用いて端末に第２構成情報を送信す
る前に、プロセッサ７０１は更に、トランシーバ７０３を用いて端末に第４構成情報を送
信するよう構成される。ここで、第４構成情報は、第２時間領域リソースユニットに対応
する制御チャネルで第２構成情報を受信するよう端末に命令するのに使用される。
【０１２０】
　ただし、本発明のこの実施形態におけるネットワーク側デバイス７０の特定の実装につ
いては、図３に示されている方法の実施形態の対応する説明を参照されたい。
【０１２１】
　図７で説明されているネットワーク側デバイス７０では、端末が、予め記憶された第１
構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニッ
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トタイプを判定し、更に、ネットワーク側デバイス７０により送信された第２構成情報に
基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを
判定し、ＴＤＤ構成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する。
【０１２２】
　図８を参照すると、図８は本発明のある実施形態に係る端末８０の概略構造図である。
端末８０は、第１判定ユニット８０１、第２判定ユニット８０２および第１受信ユニット
８０３を含む。これらのユニットについては以下の通り詳細に説明する。
【０１２３】
　第１判定ユニット８０１は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成される。
ここで、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１２４】
　第２判定ユニット８０２は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて
第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定するよう構成される。ここで、第１
時間領域リソースユニットの時間領域位置および第２時間領域リソースユニットの時間領
域位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、第２時間領域リソースユニットの時間
領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め
設定された期間内にある時間領域位置にある。
【０１２５】
　第１受信ユニット８０３は、ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信するよう
構成され、当該第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニッ
トタイプを判定するよう構成される。ここで、第２構成情報は、第２時間領域リソースユ
ニットのリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１２６】
　前述のユニットを実行することにより、端末８０は、予め記憶された第１構成情報に基
づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判
定し、更に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間
領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構
成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを
判定する。
【０１２７】
　ある任意の解決策によると、端末８０は更に第２受信ユニットを含む。
【０１２８】
　第２受信ユニットは、第１判定ユニット８０１が予め記憶された第１構成情報に基づい
て第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し
た後に、ネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信するよう構成され、当該第３構
成情報に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニット
タイプを判定するよう構成される。ここで、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１２９】
　第２判定ユニット８０２は、具体的に言うと、第１時間領域リソースユニットの時間領
域位置および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置を判定するよう構成される。ここで、第１時間領域リソース
ユニットの時間領域位置、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時間
領域リソースユニットの時間領域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間領
域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置お
よび第３時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定され
た期間内にある時間領域位置にある。
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【０１３０】
　前述のユニットを実行することにより、端末８０は、予め記憶された第１構成情報に基
づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判
定し、更に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間
領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構
成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを
判定する。
【０１３１】
　別の任意の解決策によると、第２受信ユニットは、具体的に言うと、ネットワーク側デ
バイスから第１時間領域リソースユニット上の第３構成情報を受信するよう構成される。
【０１３２】
　別の任意の解決策によると、リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイ
プ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間
領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリ
ンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくと
も１つを含む。
【０１３３】
　別の任意の解決策によると、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１３４】
　別の任意の解決策によると、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１３５】
　別の任意の解決策によると、第３構成情報が存在するとき、第３構成情報は、第３時間
領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を
含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対
応している。
【０１３６】
　別の任意の解決策によると、第１判定ユニット８０１は、具体的に言うと、予め記憶さ
れた第１構成情報に基づいて複数の第１時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置
およびリソースユニットタイプを判定するよう構成される。
【０１３７】
　別の任意の解決策によると、第２判定ユニット８０２は、具体的に言うと、第１時間領
域リソースユニットの時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各
々の時間領域位置を判定するよう構成される。
【０１３８】
　別の任意の解決策によると、端末８０は更に第３受信ユニットを含む。
【０１３９】
　第３受信ユニットは、第２受信ユニットがネットワーク側デバイスから第２構成情報を
受信する前に、ネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信するよう構成される。こ
こで、第４構成情報は、複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャ
ネルを示す。
【０１４０】
　第２受信ユニットは、具体的に言うと、複数の第２時間領域リソースユニットの一部に
対応する制御チャネルで第２構成情報を受信するよう構成される。ここで、第２構成情報
は、複数の第２時間領域リソースユニットの一部のリソースユニットタイプを示すのに使
用される。
【０１４１】
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　ただし、本発明のこの実施形態における端末８０の特定の実装については、図３に示さ
れている方法の実施形態の対応する説明を参照されたい。
【０１４２】
　図８で説明されている端末８０は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領
域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、更に、ネッ
トワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニ
ットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存すること
なくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する。
【０１４３】
　図９を参照すると、図９は本発明のある実施形態に係るネットワーク側デバイス９０の
概略構造図である。ネットワーク側デバイス９０は送信ユニット９０１を含む。送信ユニ
ット９０１については以下の通り詳細に説明する。
【０１４４】
　送信ユニット９０１は、端末に第２構成情報を送信するよう構成される。ここで、端末
は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位
置およびリソースユニットタイプを判定する処理と、第１時間領域リソースユニットの時
間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する処理と、
第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定
する処理とを実行するよう構成され、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およ
び第２時間領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間内にあ
り、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの
時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、
第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニット
タイプを示すのに使用される情報を含み、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニッ
トのリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１４５】
　ネットワーク側デバイス９０を実行することにより、端末は、予め記憶された第１構成
情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタ
イプを判定し、更に、ネットワーク側デバイス９０により送信された第２構成情報に基づ
いて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定
し、ＴＤＤ構成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニ
ットタイプを判定する。
【０１４６】
　ある任意の解決策によると、端末に第２構成情報を送信する前に、送信ユニット９０１
は更に、端末に第３構成情報を送信するよう構成される。ここで、端末は、第３構成情報
に基づいて第３時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプ
を判定するよう構成され、第３構成情報は、第３時間領域リソースユニットの時間領域位
置およびリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含み、第１時間領域リソー
スユニットの時間領域位置、第２時間領域リソースユニットの時間領域位置および第３時
間領域リソースユニットの時間領域位置は全て、予め設定された期間内にあり、第２時間
領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
および第３時間領域リソースユニットの時間領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定さ
れた期間内にある時間領域位置にある。
【０１４７】
　別の任意の解決策によると、送信ユニット９０１が端末に第３構成情報を送信するとい
うことは、具体的に言うと、第１時間領域リソースユニット上で第３構成情報を端末に送
信するということである。
【０１４８】
　別の任意の解決策によると、リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイ
プ、すなわち、全面的アップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間
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領域リソースユニット、部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリ
ンク時間領域リソースユニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくと
も１つを含む。
【０１４９】
　別の任意の解決策によると、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１５０】
　別の任意の解決策によると、第２構成情報は、第２時間領域リソースユニットのリソー
スユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイ
プは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している。
【０１５１】
　別の任意の解決策によると、第３構成情報が存在するとき、第３構成情報は、第３時間
領域リソースユニットのリソースユニットタイプを示すのに使用されるタイプ指示情報を
含み、各リソースユニットタイプは、当該リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対
応している。
【０１５２】
　別の任意の解決策によると、端末に第２構成情報を送信する前に、送信ユニット９０１
は更に、端末に第４構成情報を送信するよう構成される。ここで、第４構成情報は、第２
時間領域リソースユニットに対応する制御チャネルで第２構成情報を受信するよう端末に
命令するのに使用される。
【０１５３】
　ただし、本発明のこの実施形態におけるネットワーク側デバイス９０の特定の実装につ
いては、図３に示されている方法の実施形態の対応する説明を参照されたい。
【０１５４】
　図９で説明されているネットワーク側デバイスと通信する端末では、端末が、予め記憶
された第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソ
ースユニットタイプを判定し、更に、ネットワーク側デバイス９０により送信された第２
構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニッ
トタイプを判定し、ＴＤＤ構成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およ
びリソースユニットタイプを判定する。
（項目１）
　リソース判定の方法であって、
　　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソー
スユニットタイプを判定する段階であって、上記第１構成情報は、上記第１時間領域リソ
ースユニットの上記時間領域位置および上記リソースユニットタイプを示すのに使用され
る情報を含む、段階と、
　　上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置を判定する段階であって、上記第１時間領域リソースユニッ
トの上記時間領域位置および上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域位置はど
ちらも、予め設定された期間内にあり、上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領
域位置は、上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位置とは異なり、かつ、上
記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、段階と、
　　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信し、上記第２構成情報に基づいて上
記第２時間領域リソースユニットのリソースユニットタイプを判定する段階であって、上
記第２構成情報は、上記第２時間領域リソースユニットの上記リソースユニットタイプを
示すのに使用される情報を含む、段階と
を備える方法。
（項目２）
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
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ユニットタイプを判定する上記段階の後に、上記方法は更に、上記ネットワーク側デバイ
スから第３構成情報を受信し、上記第３構成情報に基づいて第３時間領域リソースユニッ
トの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する段階を備え、上記第３構成情
報は、上記第３時間領域リソースユニットの上記時間領域位置および上記リソースユニッ
トタイプを示すのに使用される情報を含み、上記第１時間領域リソースユニットの上記時
間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する上記段階
は、上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位置および上記第３時間領域リソ
ースユニットの上記時間領域位置に基づいて上記第２時間領域リソースユニットの上記時
間領域位置を判定する段階を有し、上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位
置、上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域位置および上記第３時間領域リソ
ースユニットの上記時間領域位置は全て、上記予め設定された期間内にあり、上記第２時
間領域リソースユニットの上記時間領域位置は、上記第１時間領域リソースユニットの上
記時間領域位置および上記第３時間領域リソースユニットの上記時間領域位置とは異なり
、かつ、上記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、項目１に記載の方法。
（項目３）
　上記ネットワーク側デバイスから第３構成情報を受信する上記段階は、上記ネットワー
ク側デバイスから上記第１時間領域リソースユニット上の上記第３構成情報を受信する段
階を有する、項目２に記載の方法。
（項目４）
　上記リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的ア
ップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、
部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユ
ニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくとも１つを含む、項目１か
ら３の何れか一項に記載の方法。
（項目５）
　上記第１構成情報は、上記第１時間領域リソースユニットの上記リソースユニットタイ
プを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、上記リソ
ースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、項目４に記載の方法。
（項目６）
　上記第２構成情報は、上記第２時間領域リソースユニットの上記リソースユニットタイ
プを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、上記リソ
ースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、項目４または５に記載の方法。
（項目７）
　上記第３構成情報が存在するとき、上記第３構成情報は、上記第３時間領域リソースユ
ニットの上記リソースユニットタイプを示すのに使用される上記タイプ指示情報を含み、
各リソースユニットタイプは、上記リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応して
いる、項目４から６の何れか一項に記載の方法。
（項目８）
　第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソース
ユニットタイプを判定する上記段階は、上記第１構成情報に基づいて複数の第１時間領域
リソースユニットの各々の時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定する段階を
有する、項目１から７の何れか一項に記載の方法。
（項目９）
　上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソー
スユニットの時間領域位置を判定する上記段階は、上記第１時間領域リソースユニットの
上記時間領域位置に基づいて複数の第２時間領域リソースユニットの各々の時間領域位置
を判定する段階を有する、項目１から８の何れか一項に記載の方法。
（項目１０）
　ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する上記段階の前に、上記方法は更に
、上記ネットワーク側デバイスから第４構成情報を受信する段階を備え、上記第４構成情
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報は、上記複数の第２時間領域リソースユニットの一部に対応する制御チャネルを示し、
ネットワーク側デバイスから第２構成情報を受信する上記段階は、上記複数の第２時間領
域リソースユニットの上記一部に対応する上記制御チャネルで上記第２構成情報を受信す
る段階を有し、上記第２構成情報は、上記複数の第２時間領域リソースユニットの上記一
部のリソースユニットタイプを示すのに使用される、項目９に記載の方法。
（項目１１）
　端末に第２構成情報を送信する段階を備えるリソース判定の方法であって、
　　上記端末は、第１構成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置
およびリソースユニットタイプを判定する処理と、上記第１時間領域リソースユニットの
上記時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を判定する処
理と、上記第２構成情報に基づいて上記第２時間領域リソースユニットのリソースユニッ
トタイプを判定する処理とを実行するよう構成され、上記第１時間領域リソースユニット
の上記時間領域位置および上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域位置はどち
らも、予め設定された期間内にあり、上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域
位置は、上記第１時間領域リソースユニットの上記時間領域位置とは異なり、かつ、上記
予め設定された期間内にある時間領域位置にあり、上記第１構成情報は、上記第１時間領
域リソースユニットの上記時間領域位置および上記リソースユニットタイプを示すのに使
用される情報を含み、上記第２構成情報は、上記第２時間領域リソースユニットの上記リ
ソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む、方法。
（項目１２）
　端末に第２構成情報を送信する上記段階の前に、上記方法は更に、上記端末に第３構成
情報を送信する段階を備え、上記端末は、上記第３構成情報に基づいて第３時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成され、上
記第３構成情報は、上記第３時間領域リソースユニットの上記時間領域位置および上記リ
ソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含み、上記第１時間領域リソースユニ
ットの上記時間領域位置、上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域位置および
上記第３時間領域リソースユニットの上記時間領域位置は全て、上記予め設定された期間
内にあり、上記第２時間領域リソースユニットの上記時間領域位置は、上記第１時間領域
リソースユニットの上記時間領域位置および上記第３時間領域リソースユニットの上記時
間領域位置とは異なり、かつ、上記予め設定された期間内にある時間領域位置にある、項
目１１に記載の方法。
（項目１３）
　上記端末に第３構成情報を送信する上記段階は、上記第１時間領域リソースユニット上
で上記第３構成情報を上記端末に送信する段階を有する、項目１２に記載の方法。
（項目１４）
　上記リソースユニットタイプは、以下のリソースユニットタイプ、すなわち、全面的ア
ップリンク時間領域リソースユニット、全面的ダウンリンク時間領域リソースユニット、
部分的アップリンク時間領域リソースユニット、部分的ダウンリンク時間領域リソースユ
ニットおよび組合せ時間領域リソースユニットのうちの少なくとも１つを含む、項目１１
から１３の何れか一項に記載の方法。
（項目１５）
　上記第１構成情報は、上記第１時間領域リソースユニットの上記リソースユニットタイ
プを示すのに使用されるタイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、上記リソ
ースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、項目１４に記載の方法。
（項目１６）
　上記第２構成情報は、上記第２時間領域リソースユニットの上記リソースユニットタイ
プを示すのに使用される上記タイプ指示情報を含み、各リソースユニットタイプは、上記
リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応している、項目１４または１５に記載の
方法。
（項目１７）
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　上記第３構成情報が存在するとき、上記第３構成情報は、上記第３時間領域リソースユ
ニットの上記リソースユニットタイプを示すのに使用される上記タイプ指示情報を含み、
各リソースユニットタイプは、上記リソースユニットタイプのタイプ指示情報に対応して
いる、項目１４から１６の何れか一項に記載の方法。
（項目１８）
　端末に第２構成情報を送信する上記段階の前に、上記方法は更に、上記端末に第４構成
情報を送信する段階を備え、上記第４構成情報は、上記第２時間領域リソースユニットに
対応する制御チャネルで上記第２構成情報を受信するよう上記端末に命令するのに使用さ
れる、項目１１から１７の何れか一項に記載の方法。
（項目１９）
　プロセッサ、メモリおよびトランシーバを備える端末であって、
　　上記メモリは、プログラムを記憶するよう構成され、上記トランシーバは、データを
送信または受信するよう構成され、上記プロセッサは、上記メモリ内の上記プログラムを
起動して項目１から１０の何れか一項に記載の上記方法を実行するよう構成される、端末
。
（項目２０）
　プロセッサ、メモリおよびトランシーバを備えるネットワーク側デバイスであって、
　　上記メモリは、プログラムを記憶するよう構成され、上記トランシーバは、データを
送信または受信するよう構成され、上記プロセッサは、上記メモリ内の上記プログラムを
起動して項目１１から１８の何れか一項に記載の上記方法を実行するよう構成される、ネ
ットワーク側デバイス。
（項目２１）
　ネットワーク側デバイスおよび端末を備える通信システムであって、
　　上記端末は、項目１９に記載の上記端末であり、上記ネットワーク側デバイスは、項
目２０に記載の上記ネットワーク側デバイスである、通信システム。
（項目２２）
　命令を備える可読記憶媒体であって、
　　上記命令が実行されると、項目１から１８の何れか一項に記載の上記方法が実装され
る、可読記憶媒体。
【０１５５】
　図１０を参照すると、図１０は本発明のある実施形態に係る通信システム１００の概略
構造図である。通信システム１００は、ネットワーク側デバイス１００１および端末１０
０２を含む。端末１００２は、予め記憶された第１構成情報に基づいて第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定するよう構成され、こ
こで、第１構成情報は、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユ
ニットタイプを示すのに使用される情報を含む。端末１００２は更に、第１時間領域リソ
ースユニットの時間領域位置に基づいて第２時間領域リソースユニットの時間領域位置を
判定するよう構成され、ここで、第１時間領域リソースユニットの時間領域位置および第
２時間領域リソースユニットの時間領域位置はどちらも、予め設定された期間内にあり、
第２時間領域リソースユニットの時間領域位置は、第１時間領域リソースユニットの時間
領域位置とは異なり、かつ、当該予め設定された期間内にある時間領域位置にある。ネッ
トワーク側デバイス１００１は、端末１００２に第２構成情報を送信するよう構成される
。端末１００２は更に、ネットワーク側デバイス１００１から第２構成情報を受信するよ
う構成され、当該第２構成情報に基づいて第２時間領域リソースユニットのリソースユニ
ットタイプを判定するよう構成され、ここで、第２構成情報は、第２時間領域リソースユ
ニットのリソースユニットタイプを示すのに使用される情報を含む。
【０１５６】
　ある任意の解決策によると、端末１００２は、図６に示されている端末６０または図８
に示されている端末８０であり、ネットワーク側デバイス１００１は、図７に示されてい
るネットワーク側デバイス７０または図９に示されているネットワーク側デバイス９０で
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ある。
【０１５７】
　結論として、本発明の実施形態を実装することにより、端末は、予め記憶された第１構
成情報に基づいて第１時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニット
タイプを判定し、更に、ネットワーク側デバイスにより送信された第２構成情報に基づい
て第２時間領域リソースユニットの時間領域位置およびリソースユニットタイプを判定し
、ＴＤＤ構成に依存することなくリソースユニットの時間領域位置およびリソースユニッ
トタイプを判定する。
【０１５８】
　当業者であれば、実施形態における方法のプロセスのうちの全てまたは幾つかが、関連
するハードウェアに命令するコンピュータプログラムにより実装され得ることを理解する
ことができる。プログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に記憶され得る。プログラムが
実行されると、実施形態における方法のプロセスが実行される。前述の記憶媒体は、ＲＯ
Ｍ、ＲＡＭ、磁気ディスクまたは光ディスクなどの、プログラムコードを記憶し得る任意
の媒体を含む。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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